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事務執行概要
魅力推進・ミュージアムグループ

１　御堂筋イルミネーション事業の推進

　大阪府、大阪市、経済界等で構成する「大阪・光の饗宴実行委員会」のもと、「御堂筋イルミネーション2020」と中之島エリアの「OSAKA光のルネサンス」をコアプログラムの一つとする「大阪・光の饗宴2020」を実施した。

また、プロモーション活動を民間団体等が実施する光のプログラム（14団体・16プログラム）と一体的に行うことで、大阪の都市ブランドの向上と国内外への発信強化を行った。さらに、11月３日の初日に御堂筋を歩行者に開放する「大阪・光の饗宴開宴式」を実施した。

御堂筋イルミネーション2020

(1)点灯期間
令和2年11月3日（火・祝日）～同年12月31日（木）17時頃～23時

(2)実施区間
阪神前交差点～難波西口交差点 約4km

(3)内　 容    ・御堂筋全長4Kmのイチョウ並木の枝全体を、7色のイルミネーションで装飾。さらに一部区間では、色彩が変化するフルカラーLEDを本事業で初めて導入し、より華やかに彩られた光空間を演出。

・御堂筋を開放し、大阪・光の饗宴開宴式（11月3日（火・祝日）16時半～19時、久太郎町3交差点～新橋交差点　約0.9㎞）を実施

	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	278,385千円
	274,121千円
	268,997千円

	決算額
	276,095千円
	270,652千円
	264,163千円


２　御堂筋イルミネーション基金の管理[創設年月日 平成21年4月1日（大阪府基金条例）]
御堂筋のイルミネーション装飾に要する経費に充てる資金を積み立てるため基金を造成し、府民・企業等からの寄附金を積み立てた。
○基金の造成・運用状況
	区　　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	積立額
	38,727千円
	17,822千円
	7,037千円

	基金運用収入
	6千円
	14千円
	8千円

	取崩し額
	18,000千円
	34,700千円
	18,180千円

	基金総額
	40,462千円
	23,598千円
	12,463千円


３　ナイトカルチャーの発掘・創出
大阪の夜を楽しむことができるナイトカルチャーの充実を図るため、夜間公演等を実施する事業者に対し、補助金を交付する事業であるが、新型コロナウイルス感染症対策に重点的に取り組むため、事業見直しを行い、補助採択の実施を見送った。
	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	35,560千円
	48,149千円
	560千円

	決算額
	33,513千円
	25,942千円
	92千円


４　御堂筋の魅力創造・発信事業の実施

　大阪のメインストリートである御堂筋において、国内外の人々を惹きつけるキラーコンテンツを実施し、世界に大阪の魅力を強力に発信する「御堂筋オータムパーティー」について当初予算を計上したが、新型コロナウイルス感染症における三密対策に課題があるため、開催を見送った。

	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	78,000千円
	108,000千円
	0千円

	決算額
	77,925千円
	107,964千円
	0千円


５　大阪周遊促進事業
大阪の多様な魅力を発信し、府域への周遊性の向上を図るため、府内５エリアで、それぞれの地域の特色を生かした魅力ある周遊ルートを設定し、リーフレット、ホームページ等で発信するとともに、周遊ルートを活用したモニターツアーを実施した。なお、令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症に伴う事業見直しにより、事業を縮小して実施した。
	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	－
	35,738千円
	23,646千円

	決算額
	－
	27,753千円
	22,946千円


６　大阪ミュージアムの推進

　　　府内全体を「博物館」、魅力ある資源を「展示品」や「館内催し」に見立て、地域の魅力を発掘・再発見し、磨き・際立たせ、結びつけて内外に発信する「大阪ミュージアム」の取組みを推進した。

（１）大阪ミュージアムの登録物

府民などから大阪ミュージアムに登録する「登録物」を推薦いただき、令和３年３月31日現在、1,293件となっている。
	　建物・まちなみ
	616件

	みどり・自然
	235件

	食・生活
	127件

	芸能・娯楽
	38件

	その他
	87件

	祭り・イベント
	265件

	登録物合計
	1,293件


　　　　　　　※複数のジャンルにまたがる登録物があるため、内訳の合計と

登録件数は一致しない。

（２）恒常的なまちの魅力向上支援事業

地域が主体となった恒常的なまちの魅力向上及び景観形成の取組みを行う２団体に対し補助金を交付した。
	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	3,649千円
	4,996千円
	6,000千円

	決算額
	3,622千円
	1,172千円
	2,055千円


（３）大阪ミュージアム地域魅力発信事業

大阪ミュージアム登録物について、ホームページやメールマガジン、Facebook及び連携企業の広報媒体を活用し、地域魅力を府内外に発信した。

・テーマに沿って多言語で地域魅力を紹介する冊子「DISCOVER OSAKA」を増刷し、
観光案内所・ホテル等に配架し、観光客に向けてＰＲした。
	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	10,807千円
	2,740千円
	1,025千円

	決算額
	9,963千円
	1,334千円
	969千円


７　大阪ミュージアム基金の管理[創設年月日　平成20年10月24日（大阪府基金条例）]
大阪の魅力の再認識及び向上並びに情報発信に要する経費に充てるため、大阪ミュージアム基金を造成し、それに要する資金を積み立てた。
○基金の造成・運用状況
	区　　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	積立額
	9,294千円
	8,399千円
	7,626千円

	基金運用収入
	7千円
	10千円
	9千円

	取崩し額
	12,472千円
	3,827千円
	5,108千円

	基金総額
	24,903千円
	29,485千円
	32,012千円


８　【新規】おおさかプロモーション推進事業（大阪・道頓堀の魅力発信）
　　　連続テレビ小説「おちょやん」の放映を契機として、舞台地である道頓堀をはじめとした府内の観光スポットへの誘客を促進するため、大阪府、大阪市、公益財団法人大阪観光局及び民間企業で「大阪・道頓堀魅力発信事業実行委員会」を設立し、オンラインイベントの実施（令和３年３月21日（日）開催）及び舞台地マップを制作しプロモーションを実施した。
	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	－
	－
	210,000千円

	決算額
	－
	－
	9,250千円


※予算額は、おおさかプロモーション推進事業費の総額
９　世界遺産の保存活用

大阪が世界に誇るべき歴史遺産を次世代へ継承するとともに、大阪の都市魅力を一層向上させるため、令和元年７月６日に世界遺産として登録された「百舌鳥・古市古墳群」について、資産の保護保存・活用の取組みや資産の価値を国内外に発信する取組みを、大阪府、堺市、羽曳野市、藤井寺市が一体となり実施した。
	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	21,924千円
	20,955千円
	17,428千円

	決算額
	19,332千円
	20,096千円
	11,394千円


水と光のまち・にぎわいの森推進グループ
１　公民連携による水辺のにぎわい創出に向けた取組み

「大阪都市魅力創造戦略2020」（平成28年11月策定）における重点取組の一つである水と光のまちづくりの推進のため、平成29年に立ち上げた水都大阪コンソーシアム（構成団体＝大阪府、大阪市、大阪商工会議所、公益社団法人関西経済連合会、一般社団法人関西経済同友会、公益財団法人大阪観光局、大阪シティクルーズ推進協議会）に対し分担金の支出を行った。

	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	35,500千円
	35,500千円
	35,500千円

	決算額
	34,601千円
	34,158千円
	32,357千円


　
２　水辺にぎわい空間づくりの取組み

水の回廊内に係留施設を整備するための実施計画を策定するとともに、大阪城エリアへの公共船着場の整備工事に係る契約を締結した。
	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	77,153千円
	54,764千円
	291,233千円

	決算額
	76,327千円
	54,764千円
	115,541千円


※都市整備部に所属替えのうえ、河川管理者（寝屋川水系改修工営所）
において事業実施

３　中之島にぎわいの森づくり事業の推進

シンボルツリーの電源配管配線工事や電飾設置工事等を行った。

	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	1,286千円
	1,894千円
	1,525千円

	決算額
	1,286千円
	1,683千円
	660千円


４　水と光の魅力創出推進事業の取組み

橋梁やシンボルツリー等のライトアップを行った。

	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	1,051千円
	1,916千円
	1,943千円

	決算額
	453千円
	250千円
	554千円


※橋梁ライトアップの電気代は、都市整備部に所属替えのうえ、

河川管理者（西大阪治水事務所）において執行（138,193円）

